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時
綜
合
計
画
の

基
本
構
耕
輔
な
ど
を
審
議

大
洗
町
税
条
例
、
国
保
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
は
じ
め
、
第
一
回
補
正
予
算
、
大
洗
町
総
合
計
画
の
基

本
構
想
な
ど
重
要
議
案
を
審
議
す
る
第
コ
酉
定
例
町
議
会
は
、
去
る
六
月
二
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
大
洗
町
役
場
に

て
開
会
さ
れ
、
会
期
を
二
十
六
日
ま
で
の
三
日
間
と
さ
だ
め
第
一
日
の
二
十
四
日
に
会
議
案
が
上
程
さ
れ
、
税
条
肉

の
改
正
に
つ
い
て
は
、
加
藤
町
長
よ
り
別
掲
の
通
り
詳
細
な
説
明
が
あ
れ
六
会
議
笑
に
わ
た
り
活
発
な
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
た
の
ち
税
条
肉
、
国
保
税
条
例
に
つ
い
て
は
総
務
常
任
委
員
会
に
片
山
託
さ
れ
、
翌
二
十
五
日
委
員
会
に
お
い

て
慎
重
な
審
議
が
あ
っ
て
最
終
日
の
議
会
で
会
議
案
と
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
当
町
の
将
来
が
方
向

づ
け
る
、
大
洗
町
総
合
計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
議
員
宝
石
に
よ
る
特
別
委
員
会
が
組
織
さ
れ
閉
会
中
で

も
審
議
を
十
分
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
鹿
島
鉄
道
路
線
の
変
更
陳
情
に
つ
い
て
は
特
別
委
員
会
が

設
け
ら
れ
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
側
溝
設
置
の
陳
情
、
大
洗
商
工
会
会
館
建
設
用
地
ハ
町
有
地
)

に
つ
い
て
は
各
担
当
常
任
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
た
結
果
、
採
択
と
な
huま
し
た
。

は
全
議
案
を
可
決
し
た
の
ち
一
般
質
問
が
あ
っ
て
午
後
二
時
五
十
分
閉
会
と
な
め
ま
し
た
。

税
条
例
の
一
部
を
改
正
ナ
る
条

そ
の
提
案
理
由
を
説
明

町
長
、

例
に
フ
い
て
、

ノ舶貨物湾新港

っ
て
お

給
与
所
得
で
は
こ
れ
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
改
正
で
、

純
損
失
の
繰
越
控
除
を
受
け
る
た
め
の

申
告
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
の
ま
し
た
。

六
、
退
職
所
得
に
対
す
る
住
民
税
が
次

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

@
特
別
徴
収
税
額
茨
の
改
正

退
職
手
当
等
の
支
払
者
が
、
退
職

手
当
等
を
支
払
ー
っ
と
き
に
住
民
税
を
天

引
き
す
る
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

天
引
き
す
る
税
額
表
が
全
部
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
天
引
奈
子
J

る
者
の
手

数
ぞ
省
く
た
め
合
理
化
し
た
も
の
で
、

従
来
と
と
く
に
税
額
が
変
b
っ
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

@
退
職
所
得
控
除
の
計
算
方
法
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
、
@
で
申
」
池
べ
ま
し

開

一

旦

円

U
U

一
度
万
↑
明

よ一
O
J
一べ

-」一
M
H
1
J
一
1
J

M
一間

7

珂
一
円
一
円

相
一
度
万
一
万

顕
一
年
3
一
l

酎
一
凶
l
一
l

pH1
玉木
T

一

側
一
昭
一
タ

出
-
一
一

L
一
除
一
除

蜘
一
控
一
控

山
唯
一
礎
一
師
一

動
劃
一
畑
一
甲
山

明
①
一
イ
一
ロ

た
税
額
茨
に
照
し
合
わ
せ
ま
す
と
、
還

付
す
る
揚
合
が
生
じ
ま
す
の
で
、
今
年

の
一
月
一
日
か
ら
四
月
一
一
干
日
ま
で
の

聞
に
退
職
手
当
の
支
給
を
受
け
た
人
は

一
応
町
当
局
ま
で
お
申
出
下
さ
い
。
計

算
の
上
、
還
付
す
べ
き
も
の
は
還
付
い

た
し
ま
す
。

七
、
酉
定
資
賭
税
の
改
正

昭
和
三
十
八
年
に
全
国
一
考
人
土
地

の
評
価
を
一
行
な
い
ま
し
た
。

ζ
の
時
の

価
格
に
比
ら
べ
て
、
す
で
に
二
十
五
倍

以
上
に
上
昇
し
た
土
地
に
対
す
る
税
金

は
前
年
度
の
一
・
四
倍
で
課
税
す
る
、

と
い
う
一
項
を
郡
え
ま
す
が
、
大
洗
町

は
宅
地
に
つ
い
て
は
一
・
一
ニ
倍
、
農
地

八
、
国
民
健
康
保
険
税
の
改
正

こ
れ
は
住
民
税
と
の
関
連
が
あ
れ
J

、

@
国
保
税
算
定
の
基
酷
で
あ
る
所
得

割
鮪
聞
を
計
算
す
る
場
合
、
時
伊
渡
所
得
の

金
額
も
こ
れ
に
合
め
る

@
国
保
税
の
減
額
対
象
世
帯
と
な
る

か
ど
う
か
の
判
定
を
す
る
湯
合
、
譲
渡

所
得
の
金
額
も
こ
れ
に
合
め
る

と
い
R

フ
二
項
目
を
問
確
に
い
た
し
ま
し

た
ι

住
民
税
に
お
き
ま
し
て
は
、
譲
渡

所
得
は
他
の
所
得
と
分
離
し
て
課
税
す

る
立
前
え
で
す
か
ら
、
特
に
昭
和
四
十

四
年
中
の
欝
鐸
L
よ
る
譲
渡
所
得
に
つ

き
ま
し
て
は
住
民
税
で
は
分
離
、
国
保

税
で
は
合
算
と
い
・
つ
点
に
御
注
目
願
い

た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

以
上
減
税
と
軽
減
合
理
化
の
方
向
で

の
税
条
例
改
正
で
む
ざ
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
御
審
議
下
さ
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
ナ
。

③給与所得控除の引上げによる減税

昭和 4 5年度

①給料 90万円までく収入x~O%十 80.000円〉
@ヂ 110万円ヂ 〈収入x14%十134.00C円〉
③タ 210万円タ く収入x4%十24A.00C円〕
④ タ 310万円ク (収入x L9五十286.00C円〉
⑤ ク 310万円以上 348.60C円限度

昭和 4 4年度

① 695.000円まで (20%十76.000円〉
② 895.00C円までは7.5%士山.375円〉
③ 1.095.00C円までく7.5%十182，875円〉

l ④1. C95， 000円以上 265，000円限度
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こ
れ
に
よ
り
新
町
地
区
一
帯
の
排
水

処
理
も
明
る
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
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布設さ

新港湾に貨物船/

ごみタ巨大貨物の陸揚作業



認
一
撃
麓
一
一
議
震
一
…
翠
抱

一
話
言
葉
一
議
襲
撃
…
…
均
一

門
一
震
の
み
な
さ
ん
も
す
で
に
御
家
知
一
れ
折
角
の
魚
群
来
遊
議
室
ず
る
こ

τLな
り
、
そ
の
需
給
よ
ろ
し
き
を
得
て

一
一
一
の
と
お
り
昭
和
四
十
一
一
一
年
度
に
大
洗
港
一
と
も
数
限
り
な
く
、
ま
た
鱗
年
か
に
-
一
消
費
者
も
新
鮮
な
魚
を
安
く
購
入
す
る

ー
コ
の
護
備
と
相
倹
っ
て
流
通
機
構
の
確
立
一
度
巡
り
来
る
豊
漁
に
勇
躍
帰
港
し
て
み
一
a
i
l
-
-
I
l
l
i
-
-
ー
ー
ー

ド
一
の
た
め
町
営
の
魚
市
場
を
建
設
い
た
し
一
れ
ば
魚
価
は
低
落
二
足
三
文
で
全
く
処
一

開
一
ま
し
た
。
こ
の
魚
市
場
の
建
設
に
よ
っ
一
理
不
可
能
の
場
合
も
多
々
直
面
す
る
一
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
が

g
一
て
魚
類
の
鮮
度
保
持
と
荷
さ
ば
き
作
業
一
の
で
あ
る
。
普
か
ら
n
大
漁
は
一
一
百
な
一

4

1

1

一
の
能
率
化
が
図
ら
れ
魚
価
安
定
に
大
き
し
u
需
品
基
金
ら
ね
ば
と
懸
一
は
じ
ま
り
ま
し
た

一
く
霞
献
し
て
お
D
ま
す
。
し
か
し
魚
価
一
命
に
努
め
て
帰
港
し
て
も
こ
の
始
末
、
)

一

の

長

期

的

な

安

定

之

考

え

る

と

き

魚

市

一

然

し

て

こ

れ

ら

対

策

が

な

い

も

の

か

と

一

月

額

二

万

円

の

年

金

給

付

/

一
場
の
建
設
だ
け
で
解
決
で
き
る
も
の
で
一
撲
〈
漁
民
、
そ
の
訴
え
は
誠
に
切
実
な
一

一
ま
あ
幻
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
昨
年
来
よ
り
一
も
の
が
あ
D
ま
ず
。
な
お
一
方
に
お
い
、
心
身
障
害
者
を
扶
養
し
て
い
る
万
が
一
思
い
ま
す
。

一町

Z全
し
た
水
産
関
係
者
の
協
力
一
て
は
水
産
加
工
業
の
受
入
れ
諸
施
設
の
一
一
番
心
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ー
そ
の
一
こ
う
し
た
翌
扶
助
の
精
神
を
、
ょ

一
を
得
て
精
力
的
な
陳
情
を
展
開
し
た
結
一
語
に
よ
U
漁
民
の
要
望
に
応
じ
ら
れ
一
扶
養
し
て
い
る
京
、
万
一
死
亡
し
た
一

D
ど
こ
ろ
と
し
て
、
保
護
者
が
冗
亡
し

ヰ
果
、
今
年
度
額
く
妨
害
の
民
生
安
定
す
い
現
状
で
あ
幻
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
一

u震
に
な
っ
て
心
身
障
害
警
扶
養
一
去
、
あ
る
い
は
廃
肢
に
な
っ
た
場
合

」
事
業
の
補
助
に
よ
品
営
の
冷
蔵
事
一
ら
の
悩
み
を
解
決
ナ
ベ
く
、
さ
ら
に
は
一
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
の
こ
と
で
は
な
そ
の
扶
養
を
必
要
と
す
る
心
身
障
室

」
建
設
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
の
ま
し
百
一
担
誘
致
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
い
か
と
思
い
ま
す
。
仮
D
に
親
し
い
人
一
の
存
命
中
、
茨
城
県
宝
定
の
年
金
を

ら
一
六
。
一
に
も
冷
蔵
庫
の
建
設
展
開
の
急
義
一
が
あ
っ
て
面
酬
を
み
て
く
れ
る
と
し
て
支
給
し
ハ
月
二
万
円
)
、
幸
せ
な
生
活
一
@
精
神
薄
弱
者

一
今
日
義
の
流
通
機
構
の
改
票
力
一
す
る
も
の
で
あ
皇
ナ
。
な
お
こ
れ
に
一
も
長
い
月
日
に
な
り
ま

Z精
神
的
、
一
か
で
き
る
き
に
、
そ
の
一
翠
の
向
上
一
@
精
神
病
者
そ
の
他
永
続
的
障
害
喜

色
強
〈
叫
ば
れ
る
と
き
、
漁
港
に
は
豊
漁
五
え
て
我
々
日
本
露
呈
皇
補
給
一
経
済
的
負
一
器
官
知
れ
な
い
大
き
な
一
高
る
っ
と
ず
る
の
が
高
で
あ
り
ま
一
ナ
る
も
の

4
0
.一
重
と
い
う
普
な
が
ら
の
特
異
な
現
象
一
源
で
あ
る
魚
の
生
産
要
求
は
年
長
に
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し
一
ナ
。
一

0
掛
金
の
額

;
一
一
毒
薬
た
ず
漁
民
に
し
て
豊
漁
貧
乏
一
強
く
な
っ
て
す
ま
す
。
一
た
物
品
面
の
悩
み
を
少
し
で
も
軽
減
一
。
加
入
資
格
一
一
一
一
五
才
未
満
月
額
一
、

0
0
0円

お
一
さ
え
解
消
さ
れ
れ
ば
近
代
社
会
の
底
辺
一
乙
の
冷
蔵
庫
の
建
設
に
よ
量
喜
一
し
、
解
消
す
る
た
め
に
は
心
身
警
者
一
心
身
障
害
雪
扶
養
し
て
い
る
父
母
一
一
一
一
季
以
上
里
子
未
満

3
に
躍
す
る
蓄
は
除
か
れ
る
の
で
あ
一
の
魚
価
安
察
官
れ
仲
買
人
と
の
取
一
を
扶
養
し
て
い
る
人
票
差
い
に
助
一
配
偶
者
、
兄
弟
姉
妹
そ
の
他
の
親
族
て
一
月
額
一
、
一
ニ
5
0円

る
が
、
漁
獲
は
天
振
と
制
流
に
支
配
さ
一
言
霊
価
格
で
取
引
き
さ
れ
る
こ
と
一
け
合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
一
雪
、
四
十
五
歳
未
満
ハ
昭
和
四
十
五
一
四
五
オ
以
上
月
額
て
五
O
O円

)

)

年

度

に

限

h
u
六
十
五
歳
未
満
〉
で
あ
る
一

と

。

一

O
給
付
金

一

心

身

障

害

一

@

一

年

金

身

俸

障

害

一

加

入

者

が

万

一

死

亡

し

た

D
民
民
に

で

の

も

の

↑

な

っ

た

と

き

は

、

そ

の

月

か

ら

心

身

障

( 4，う

夏
海
小
防
音
校
舎
竣
工

給
食
用

y
フ
ト
-
基

浄

化

槽

一

基

総
事
業
費
七
六
、
九
五
二
、
コ
一
O

四
円

夏
海
小
学
校
防
音
改
築
工
事
は
、
去

る
四
十
四
年
八
月
一
日
着
工
以
来
、
鹿

島
建
設
株
式
会
社
に
よ
っ
て
日
夜
建
築

を
急
い
で
お
幻
ま
し
た
が
、
付
帯
施
設

設
備
工
事
も
完
了
し
去
る
三
月
十
五
日

一
立
派
に
完
商
い
た
し
ま
し
た
。

一
西
に
は
澗
沼
を
経
て
、
は
る
か
に
筑

一
波
山
を
望
み
、
東
に
は
太
平
洋
を
一
望

一
に
見
る
こ
と
の
で
き
る
落
若
い
た
色
調

一
の
三
階
建
校
舎
は
、
教
育
の
揚
に
ふ
さ

一
わ
し
い
潔
境
の
学
校
で
す
。
主
再
促
遠
も

一
永
い
聞
の
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
か
ら
新
校
舎

一
に
移
D
、
気
持
も
新
た
に
更
に
充
実
し

智
一
た
学
校
生
活
塞
号
ベ
と
し
て
送
っ
て
お

2
一
り
ま
す
。

百

一

記

輯
一
建
築
大
要

構
造
鉄
筋
コ
シ
ク

y
lト
一
二
階

建
防
音
装
置

扇
積
一
、
五
二
九
平
方
説

室

数

普

通

教

室

七

室

理

斜

室

一

室

音
楽
窓
一
一
室

工
作
窓
一
一
室

図

書

室

一

室

職

員

室

一

室

校

長

室

一

室

保

健

室

一

室

家

庭

室

一

室

放
送
容
一
一
室

宿

直

室

一

室

視
聴
営
薮
室
一
室

給

食

室

一

室

教

材

室

一

室

機
械
室
二
容
一

便

所

一

ニ

室

今
年
度
大
祝
町

奨
学
生
き
ま
る

ハ
代
表
堀
江
清
さ
ん
〉
と
大
洗
一
フ
イ
オ
こ
の
温
か
い
贈
り
も
の
に
、
学
校
は
四
十
四
年
度
終
了
児
童
一
一
同
が
終
了
記
一
月

ン
ズ
ク
一
フ
ブ
会
長
石
井
孝
平
さ
ん
、
同
勿
論
、
子
供
た
ち
も
大
喜
び
で
心
か
ら
念
と
し
て
あ
と
に
つ
づ
く
小
さ
な
後
輩
一
一

ク
ラ
ブ
厚
生
委
員
長
底
元
法
さ
ん
の
皆
感
謝
し
て
お
D
ま
す
。
の
た
め
に
お
吋
の
白
圏
在
ア
レ
ピ
-
台
を
一
一

さ

ん

万

一

は

、

こ

の

ほ

ど

機

浜

松

ケ

丘

住

答

婚

い

た

レ

ま

し

た

。

一

一

第

2
保

育

所

へ

一

一

宅

地

内

、

間

君

主

畑

地

内

、

お

よ

び

夏

町

の

世

会

福

祉

の

た

め

一

一

「

地

域

住

民

の

信

頼

と

連

帯

」

と

い

海

下

軍

内

の

子

供

お

そ

ぴ

場

内

に

そ

立

波

な

ピ

ア

ノ

暖

か

い

寄

付

金

一

一

う
こ
と
が
強
く
さ
け
ば
れ
て
い
る
こ
の
れ
ぞ
れ
費
用
鉄
棒
を
寄
贈
し
設
置
し
第
1
保
育
所

E
E
Z
E方
々
か
ら
、
町
の
社
会
審
協
一

頃

、

町

内

に

住

む

心

温

か

い

善

意

の

人

て

下

さ

い

ま

し

た

。

一
町
立
第
ヌ
保
育
所
の
父
母
と
先
生
の
議
会
に
対
し
「
困
っ
て
い
る
人
達
の
た
一

々

か

ら

の

寄

付

行

為

が

あ

い

つ

ぎ

関

係

こ

ど

も

遼

も

更

に

加

わ

っ

た

運

動

用

一

;
、
会
ハ
会
長
木
ノ
木
和
夫
さ
ん
〉
で
は
、
め
。
老
人
福
祉
の
た
め
。
身
体
問
害
者
一

君
-
喜
ば
せ
、
地
域
住
民
か
ら
も
大
変
善
大
い
に
高
し
高
活
発
に
遊
こ
の
ま
ど
。
ヤ
マ
ハ
ピ
ア
ノ
U
ハ
U
I
福
祉
の
た
め
な
ど
に
使
っ
て
下
さ
い
」
一

感
謝
さ
れ
て
お
わ
J

ま

す

。

ぶ

こ

と

が

で

き

ま

し

ょ

う

。

』

一

p
m媛
)
一
台
を
第
ヲ
一
保
育
所
に
寄
贈
と
い
う
こ
と
で
援
か
い
寄
付
金
が
よ
せ
一

す

で

に

紹

介

さ

れ

た

も

の

、

あ

る

い

一

い

た

し

ま

し

た

。

こ

れ

は

父

母

と

先

生

ら

れ

ま

し

た

。

一

は
こ
れ
か
ら
紹
介
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
善
骨
校
に
テ
レ
ビ
等
去
の
皆
さ
ん
ど
一
年
間
に
わ
た
っ
て
四
、
一
一
一
一
一
五
円

η
・
8
・
9
)

一

仔

の

一

つ

一

つ

が

新

し

い

種

子

と

し

て

一

を

寄

贈

積

立

て

た

資

金

に

前

会

長

の

加

藤

台

吉

塚

田

文

吉

岡

大

貫

上

宿

一

町

内

に

パ

一

フ

ま

か

れ

、

町

民

全

体

が

こ

一

さ
ん
の
鴬
志
寄
付
一
万
円
と
更
に
不
足
一
万
円
(
白
・

l
・

司

)

、

れ
を
大
切
に
育
く
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

鹿
島
郡
大
洋
村
汲
上
、
加
藤
民
雄
さ
分
二
万
七
千
円
を
昭
和
四
十
四
年
度
の
磯
崎
宗
久
民
磯
浜
明
神
町

や
が
て
は
住
民
の
信
頼
感
や
連
帯
感
と

ん
は
、
母
校
の
夏
海
小
学
校
が
防
音
改
役
員
(
二
十
七
各
)
さ
ん
が
補
足
し
て
一
万
円
(
一
拍
・

3
・
%
)

い
う
美
し
い
花
が
大
き
ミ
間
開
花
す
る
こ

}

O

築
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
母
校
発
展
購
入
し
た
も
の
で
関
係
者
を
感
激
さ
せ
萩
谷
富
造
民
夏
海
成
田

と
に
な
D
ま
し
ょ
う

の
た
め
に
と
、
視
聴
覚
薮
材
と
し
て
カ
て
お
h
u
ま

す

。

二

万

円

(

品

・

6
・
2
〉

子

供

あ

そ

び

場

に

一

ブ

l
テ
レ
ビ
二
口
ア
ン
テ
ナ
付
属
品
共
こ
の
立
派
な
ピ
ア
ノ
に
よ
り
幼
児
の
小
一
君
主
ろ
民
機
浜
明
神
町

運
動
用
鉄
棒
を
寄
贈
一
式
(
十
八
万
円
)
、
応
援
用
セ
y
ト
音
感
教
育
も
一
層
墓
穴
さ
れ
る
こ
と
で
一
二
、
六
O
O円

2
・

6
-
U

一

組

ハ

四

万

円

〉

を

寄

贈

さ

れ

ま

し

し

よ

う

。

大

洗

さ

っ

き

向

好

会

磯

浜

松

ケ

丘

住

宅

二

区

の

皆

さ

ん

た

。

ま

た

、

町

立

第

1
保
育
所
で
は
昭
和
代
表
海
老
沢
好
一
民

jHHリニ==ιHHU王一一言HHり主一一五HHuz==ZHHHV圭一一λHHUz--2nHHUニ一一一一品HHu三三日HHV二一一一一日HHUm-一一一一五HHυ===AHHリニ一-tnHHりニ…一一tnHHU~三一一AHHV二一一一=nHHHU一一三百HHU三一一一一

こ
と
が
で
き
る
の
で
大
い
に
期
待
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
ナ
。

次
に
事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
と
共
に
冷
蔵
庫
建
設
の
た
め
御
支
鐙

御
協
力
を
い
た
だ
い
た
関
係
団
体
の
み

な
さ
ん
に
衷
心
よ
D
厚
く
御
礼
申
し
あ

げ
ま
す
。
事
業
の
概
要

一
、
凍
結
一

O
J、
冷
蔵
五
O
O
J

二
、
国
積
七
百
八
十
一
平
方
政

一
二
、
総
事
業
費
約
六
圭
ハ
百
万
円

あ

い

つ

ぐ

町

民

の

蕃

闇

害
者
に
対
し
終
身
月
二
万
円
の
年
金
を

支
給
し
ま
す
。

@
弔
慰
金

乙
の
制
度
に
一
年
以
上
加
入
し
+
/
復

保
護
者
よ
D
も
先
に
心
身
障
害
者
が
死

亡
し
た
と
き
は
弔
慰
金
二
万
円
を
支
給

し
ま
ナ
。

O
加
入
の
申
、
多
4

大
洗
町
役
場
厚
生
課
民
竺
磁

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
右
係
ま
で

問
合
せ
下
さ
る
よ
っ
お
願
い
し
ま
す
。

設

用

露
出
。
利
足

哨
日
円
山
等
発

除
一
ソ
…
水
会

二
、
ひ
非
査
一

原

油

調

査
す
る
こ
と
に
な
D
、
こ
の
た
び
原
研

動
燃
、
県
、
町
な
ど
関
係
機
関
で
調
査

会
を
発
足
す
る
こ
と
に
な
D
ま
し
た
。

調
査
結
渠
が
ど
の
よ
う
に
出
る
か
わ
か

D
ま
せ
ん
が
、
地
元
産
業
の
振
興
の
た

め
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
注
意
/

交
通
事
故
で
国
保

つ

か

っ

た

と

き

自
動
車
事
故
等
で
医
師
の
診
療
を
胃
つ

け
る
と
き
に
、
国
民
健
康
保
険
を
つ
か

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
と
き
の
医
療
費
は
原

則
と
し
て
加
害
者
が
支
払
う
も
の
で
す

大
洗
町
の
う
ち
で
排
水
不
良
の
地
区
す
る
こ
と
に
な
D
ま
し
た
。

京
年
一
一
一
月
一
中
、
南
中
を
本
業
し
、
一
は
大
貫
町
寺
釜
七
区
と
磯
浜
町
髭
釜
九
一
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
地
区
及
び
湖
沼
一

高
校
に
進
学
し
た
生
徒
の
中
か
ら
、
大
一
区
、
永
町
十
一
区
で
あ
D
ま
し
た
が
、
一
川
に
至
る
沿
線
全
域
の
約
二
百
戸
に
及
一
大
洗
町
に
原
子
力
研
究
所
が
誘
致
さ

前
町
奨
学
資
金
条
例
に
よ
る
奨
学
症
の
一
大
貫
町
寺
盆
地
区
は
昭
和
一
二
十
八
年
に
一
び
完
全
排
水
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
一
れ
て
か
ら
す
で
に
七
年
に
な
り
ま
す
が

決
定
を
、
選
考
委
員
会
に
よ
っ
て
急
い
一
工
事
が
完
了
し
て
お
り
、
不
動
尊
付
近
一
ま
す
。
一
乙
の
問
、
材
斜
試
験
炉
な
ど
多
く
の
施

で
お
り
J

ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
左
記
一
三
は
そ
の
ま
ま
取
幻
残
さ
れ
て
い
ま
し
一
施
工
は
七
月
、
八
月
の
予
定
で
ナ
。
一
設
が
建
設
さ
れ
研
究
活
動
が
行
な
わ
れ

君

に

決

定

い

た

し

ま

し

た

。

一

た

。

一

こ

の

ほ

か

大

洗

荘

付

近

売

沼

地

区

も

同

一

る

よ

う

に

な

D
ま
し
た
。

一
今
般
の
計
画
は
前
記
滞
水
地
区
を
二
時
施
工
の
予
定
で
す
。
一
こ
れ
ら
の
施
設
が
運
転
活
動
を
行
な

一
掃
す
る
た
め
旧
電
車
軌
道
敷
を
利
用
し
一
な
お
、
大
震
中
宿
、
南
北
清
水
地
内
一
い
ま
す
と
機
器
冷
却
の
た
め
温
水
や
蒸

一
現
在
の
側
溝
で
は
導
水
勾
配
が
不
充
芳
一
中
遂
の
の
排
水
整
備
工
事
は
現
在
施
工
一
気
が
出
ま
す
の
で
、
乙
れ
を
何
ん
と
か

一
な
の
で
暗
渠
排
水
路
と
し
て
六
O
O粍
一
中
で
七
月
末
む
ろ
完
了
の
見
、
込
4
で
あ
一
利
用
出
来
な
い
か
、
ま
た
利
用
す
る
と

一
か
ら
八
O
O粍
の

管

路

を

新

た

に

埋

設

一

輩

出

ナ

。

一

す

れ

ば

何

に

利

用

で

き

る

か

な

ど

協

田

島

小
松
崎
あ
け
み
君
茂
君

深

山

義

主

旬

懸
案
の
滞
水
地
区
解
消
の
た
め
追

加
予
算
一
、

0
0
0
万
円

六

月

臣

例

議

会

で

議

決

1
自
動
車
の
番
号
色
型

名
称

ふ
免
許
証
(
住
所
氏
名
・

生
年
月
日
)

3
相
手
会
社
町
名
前

ι車
検
証
及
び
車
内
持
主

i
業
務
上
向
発
生
か
否
か

ι目
撃
者
の
住
所
氏
名

ー
責
任
保
険
証
明
書

か
ら
菌
一
保
で
は
-
時
立
替
え
て
お
く
だ
一

け
で
、
後
で
国
保
で
支
払
っ
た
分
だ
け
一

加
害
者
か
ら
返
し
て
も
争
フ
わ
け
で
~

す
。
し
日
し
示
談
の
十
刀
法
な
ど
に
よ
っ
一

て
は
国
保
で
は
直
接
被
害
者
か
ら
そ
の
一

分
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
一

も

生

じ

ま

す

。

一

一
示
談
と
は
、
裁
判
を
や
ら
な
い
で
、
一

当
時
者
の
開
ポ
諮
問
じ
合
っ
デ
健
決
ず
一

こ
と
を
い
い
ま
す
が
、
被
害
者
は
国
保
一

を
つ
か
っ
た
場
合
、
特
に
注
討
中
が
肝
要
一

で

す

。

一

事
故
で
国
民
健
康
保
険
を
つ
か
っ
時
一

は
必
ず
役
場
住
民
課
に
連
絡
し
「
第
一
二
一

者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
を
し
て
下
さ

い
。
詳
し
く
は
そ
の
折
、
係
か
ら
む
説

明
い
た
し
ま
す
。

:...k 
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来
る
七
月
二
十
六
日
、
二
十
七
日
の
両
日
、
大
洗
海
惇
に
お
い

て一
N
H
Kふ
る
さ
と
の
歌
ま
つ
り
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
決
定
い

た
し
ま
し
た
。
と
承
知
の
と
お
り
今
ま
ま
で
の
も
の
は
体
育
館
等

屋
内
で
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
が
多
ぐ
当
町
で
行
な
わ
れ
る
歌
ま

つ
り
の
よ
っ
に
野
外
で
行
な
わ
れ
る
も
の
は
全
国
的
に
も
数
が
少

な
く
、
し
た
が
っ
て
相
当
多
額
な
経
費
が
か
け
ら
今
れ
る
わ
け
で

す。
洋
々
と
し
た
紺
轄
の
海
原
を
背
景
に
ぐ
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
、

い
ろ
い
ろ
の
催
し
も
の
は
、
カ
一
フ
ー
に
よ
っ
て
放
送
さ
れ
ま
す
の

で
き
っ
と
素
晴
ら
し
い
も
の
が
で
き
る
と
今
か
ら
期
待
を
か
け
て

お
D
ま
ナ
。

な
お
、
聴
取
者
は
全
国
で
二
、

0
0
0万
人
に
の
ぼ
る
数
だ
そ

う
で
す
。
十
ハ
洗
町
が
全
国
に
紹
介
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
に
な

り
ま
し
ょ
う
。
当
日
は
時
期
的
に
も
最
盛
期
で
も
あ
り
ま
す
の
で

相
当
な
人
出
を
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
い
ろ
い
ろ
な
箇
で
皆
様
の
絶

大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
是
非
と
も
立
派
な
も
の
に
し
た
い
も
の

で
す
。
笠
事
に
参
加
協
力
下
さ
る
方
々
に
も
酷
暑
の
折
、
む
苦
労

様
で
す
が
充
分
。
留
意
の
上
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1、日時場所

① 7月26日{日)13. 30~14. 00 大洗港魚市場付近

② 7月27日く月) 14.00~15.00 大洗ホテル下兵太郎浜

③ 7月30臼〈木)20. 00~21. 00 総合テレビカラー放送

2、出演

アイジョージ、由美かおる‘浜久美子

大洗港陸揚げ、大洗漁協婦人部外 多数

磯節ほか 磯節保存会 40名

半切くたらい船〉採主義組合 20名

みこしく6台) 200名

く明神町、金沢町、永田丁、髭袋町、成田町、神山町〉

地曳網 大貫小学校生徒 20名

タ 漁協関係者 10名

タ 筑波小学校生徒 20名

網のし眠 那珂湊市 35名

みろく三番嬰大野対 10名

司会宮田輝アナクシサー
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